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障
子
の

斉つ

秋
は
段
六
と
深
ま
り
、
舞
い
散
る

枯
葉
の
一
ヒ
ラ
一
ヒ
ラ
に
も
、
何
と

も
冨
え
ぬ
名
残
を
覚
え
る
此
の
頃
で

あ
る
．
障
子
の
破
れ
尺
の
風
に
も
気

に
な
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
．

　
秋
は
反
省
の
時
と
言
う
が
、
学
生

時
代
の
こ
と
を
思
い
出
す
ま
、
に
。

　
塞
田
空
穂
先
生
と
言
う
、
歌
人
と

し
て
も
、
国
文
学
者
と
し
て
も
有
名

で
あ
る
こ
の
人
が
、
あ
る
日
「
程
も

な
く
移
り
ゆ
く
ぺ
き
銀
を
み
っ
障
子

め
破
れ
つ
く
ろ
い
に
け
り
」
と
、
若

い
日
の
作
だ
が
と
述
懐
さ
れ
た
こ
と

く
ろ
い

藤
　
大
　
馨

そ
し
て
学
生
達
に
「
一
夜
の
門
宿

解
難
籠
盤
の
藷
陸
難
馨

か
に
迫
っ
て
い
る
の
に
、
障
子
の
切

り
張
り
を
さ
れ
た
そ
の
時
の
も
の
だ

と
い
う
◎

，
の
恩
を
報
す
る
た
め
、
乞
食
で
も
戸

外
の
雪
を
の
け
て
行
く
、
下
宿
料
や

家
賃
を
払
っ
て
い
る
か
ら
と
、
大
き

一
離
難
窮
難

と
」
卒
業
ま
じ
か
の
学
生
達
を
き
び

し
く
戒
め
ら
れ
た
こ
と
、
つ
ね
日
頃

保
証
人
に
は
月
一
回
必
ら
す
顔
を
出

せ
故
郷
の
両
親
へ
週
一
回
は
が
き
を

書
け
。
電
話
の
応
対
は
顔
が
見
え
な

い
の
だ
か
ら
、
特
に
言
葉
に
心
せ
よ

｝
1
と
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

の
と
当
時
は
解
し
て
い
た
．
生
活
の

場
に
限
ら
す
、
人
生
も
い
つ
の
日
に

か
去
ら
ね
ぱ
な
ら
な
い
．
紙
の
障
子

◎
産
声

欝
．
傭
沢

，
樋
口

『
村
山

．
樋
口

’
山
本

、
．
羽
鳥

響琶看．嚢崇麟名
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吉
楽
真
耐
　
道
　
治
　
　
宮
　
中

吉
楽
一
幸
一
夫
宮
中

徳
井
秋
巳
　
芳
　
隆
　
　
堀
之
内

縫
矢
子
進
堀
之
内

｛　
新
郎
保
坂
　
勝
次
（
ま
）
宮
中

　
新
婦
広
田
賢
子
（
一
ε
干
溝

◎
昇
天

ε3ε3琴

宮山田田住
中崎中代所

ー
　
）

で
は
な
く

た
．
手
紙
も
何
も
な
い
が

た
…
…
と
い
う
。

る
．
き
わ
だ
た
す
、

た
す
み
に
、

い
て
ゆ
こ
う
で
は
な
い
カ

～
・

ゆ
の
障
子
の
破
れ
を
常

㌧
ゆ
け
と
の
は
な
む
け

〃
と
ー
わ
か
っ
た
の

腿
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

休
氏
の
「
ぶ
ら
り
ひ
よ

仏
か
に
も
こ
う
ゆ
う
こ

の
る
．
さ
る
老
夫
婦
が

妙
す
に
あ
た
り
、
き
れ

⊆
旧
家
を
出
た
．
新
居

¢
入
れ
る
と
そ
こ
も
チ

澱
ほ
ど
に
、
き
れ
い
に

『
時
珍
ら
し
い
人
も
あ

乙
感
じ
つ
つ
押
入
れ
を

冠
聞
の
包
み
が
お
い
て

は
新
し
い
障
子
紙
と
、

孔
た
雑
巾
が
数
枚
あ
っ

側
も
な
い
が
、
ま
さ
し

へ
の
贈
り
も
の
で
あ
る

み
じ
み
と
感
じ
て
、
そ

め
る
か
を
尋
ね
た
と
こ

珂
氏
の
未
亡
人
で
あ
っ

つ
。心

温
ま
る
話
し
で
、
完

れ
た
仏
道
の
生
活
で
あ

に
す
、
目
だ
た
す
、
時

超
え
た
と
き
、
は
し
々

教
え
知
ら
盲
れ
る
、
か

言
の
慈
悲
で
あ
る
。

ま
た
家
の
造
作
の
一

な
い
。
機
縁
い
ま
だ
熟

な
人
の
心
の
戸
棚
の
か

で
は
な
い
か
．
自
分
の

な
考
釜
措
て
よ
う
．

の
ち
に
何
か
の
縁
に
ふ
れ
て
、
判
っ
、
．
る
．

て
く
れ
た
ら
よ
い
．
イ
ヤ
そ
の
願
い

を
も
忘
れ
て
こ
そ
、
真
実
の
慈
悲
の

営
み
で
あ
る
。
「
霊
亀
尾
を
ひ
く
」

と
い
う
語
が
あ
る
。
年
を
経
た
亀
は

自
分
の
足
跡
を
く
ら
ま
す
た
め
に
尾

で
消
し
て
ゆ
く
。
し
か
し
、
払
拭
し

た
痕
跡
が
残
る
の
を
ど
う
す
る
こ
と

も
出
来
な
い
。
考
え
て
み
る
と
賢
い

動
作
に
は
、
ど
こ
か
に
ス
キ
が
出
来

る
．
上
手
の
手
か
ら
水
が
も
れ
る
。

知
性
の
勝
っ
た
行
動
の
悲
劇
が
そ
こ

に
あ
る
．
人
を
し
て
胸
の
奥
か
ら
、

納
得
さ
せ
得
な
い
の
も
当
然
で
あ

　
｛

　
　
　
　
　
翠
。
羅
齪
…
・

　
　
　
　
　
麟
，
灘
｝
冊
…
挫
　
　
－
”
翁

　
と
き
ま
さ
に
晩
秋
、
立
冬
も
過
ぎ

冷
気
を
肌
に
感
じ
、
あ
わ
て
て
居
間

の
障
子
の
沢
ふ
さ
ぎ
を
し
な
が
ら
、

こ
の
話
題
が
は
し
な
く
も
頭
に
浮
ん

だ
。
胸
中
に
何
と
な
く
熱
い
も
の
を

感
せ
す
に
は
お
ら
れ
な
い
。

　
　
盛
況
だ
つ
た

　
　
　
　
　
　
文
化
祭

　
去
る
＋
一
月
三
日
文
化
の
日
、
田

沢
小
、
中
学
校
を
会
場
に
恒
例
の
中

里
村
文
化
祭
が
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し

　
　
　
　
翻
…
　
襯
”
鷲
｝
｝
”
餓
…
灘
慧
・
簸

　
　
　
　
　
縫
嚢
鱗
　
陛

　
　
　
　
　
灘
轟
　
　
嚢
■

　
　
　
　
　
蟹
・

　
　
　
　
　
．
．
鰻
■

　
　
　
　
　
翻
：

　
　
　
　
．
艶
　
　
　
蟹
螺
”
羅
…
…
…
燐

　
　
　
　
　
羅
＾
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
講
丼
㎜
㎜
㎜
韓
…
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
無

　
　
　
　
　
難
．
騒
羅
　
翻
…
…
　

　
　
　
　
　
　
”
”
”
…
概
、

　
　
　
　
　
　
羅
　
　
　
環

　
　
　
　
　
。
”
罷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
轡
　
　
　
　
　
覗

　
　
　
　
　
　
　
　
蘭
　
　
　
癩

　
　
　
　
　
　
　
　
、
篭
　
．
鐵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
撫
灘
w
…
…
・
…
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
鱗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
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た
．
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
田
沢
小
学
校
会
場
で
は
、
同
校
創

立
九
十
年
を
祝
う
学
芸
会
、
公
民
舘

主
催
に
よ
る
美
術
展
、
手
芸
、
生
花

水
石
、
俳
句
、
短
歌
展
や
芸
能
祭
が

行
な
わ
れ
、
田
沢
中
学
校
会
場
で
は

同
校
の
文
化
祭
に
、
村
商
工
会
主
催

に
よ
る
一
日
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
、
錦
鯉
展
示
会
な
ど
が
催
さ
れ
、

雨
に
た
た
ら
れ
、
天
候
に
は
恵
ま
れ

な
か
っ
た
が
、
多
彩
な
行
事
に
終
日

各
会
場
と
も
参
観
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　
　
【
写
真
は
文
化
祭
会
場
に
て
】

中
里
村
文
化
祭
俳

句
短
歌
入
選
作
品

◎
俳
句
　
一
般
の
部

天
位
　
　
　
山
崎
江
村
お
の
江

十
六
夜
の
月
に
我
が
手
の
針
光
る

地
位
　
　
　
干
溝
江
口
潤
一

干
柿
や
妻
の
手
織
の
お
さ
の
音

人
位
　
　
　
桂
　
　
山
本
ケ
ン
子

栗
の
し
ぶ
よ
ご
れ
た
侭
の
泣
き
寝
入

り
五
客
　
　
　
宮
中
吉
楽
栄
松

白
菊
や
ま
だ
世
の
塵
に
染
ま
ぬ
色

　
　
　
　
　
下
山
山
田
タ
カ
イ

母
に
似
た
背
中
に
遠
く
穂
を
捨
ふ

　
　
　
　
　
午
溝
広
田
ユ
キ
イ

秋
刀
魚
手
に
家
路
の
主
婦
の
心
せ
く

　
　
　
　
　
清
田
山
藤
田
キ
ク
ノ

雷
の
来
し
妙
高
朗
陽
に
光
り
見
ゆ

4
■
　
　
　
清
田
山
藤
田
鎗
脳

紅
葉
の
は
ざ
ま
に
滝
の
瀬
音
か
な

◎
俳
句
中
学
生
の
部

天
位
　
　
田
沢
中
富
井
秀
一

秋
晴
れ
の
校
庭
ひ
ろ
し
脚
伸
ぱ
す

地
位
　
　
田
沢
中
小
柳
マ
チ
子

母
の
手
に
つ
ぎ
つ
ぎ
渡
す
稲
の
束

人
位
　
　
　
田
沢
中
斉
藤
、
米
子

い
ち
じ
く
の
葉
影
に
う
つ
る
秋
思
う

五
客
　
　
田
沢
中
樋
口
恵
子

刈
り
終
え
て
母
は
田
を
見
る
肩
落
と

し
　
　
田
沢
中
高
野
令
子

隣
か
ら
匂
う
秋
刀
魚
の
に
お
い
泌
み

る
　
　
　
　
田
沢
中
上
原
裕
子

山
道
を
歩
む
う
し
ろ
に
枯
葉
購
る

　
　
　
　
　
田
沢
中
武
田
洋
子

菊
の
香
に
誘
わ
れ
な
が
ら
庭
に
出
る

　
　
　
　
　
田
沢
中
藤
ノ
木
キ
ヌ

稲
こ
き
の
あ
と
陽
に
光
る
稲
ぼ
こ
り

◎
短
歌
一
般
の
部

天
位
　
　
小
沢
井
ノ
川
福
襯

農
業
は
見
習
生
よ
と
嫁
ぎ
妻
そ
の
手

も
荒
し
わ
れ
に
か
わ
り
て

地
位
　
　
　
新
屋
敷
阿
部
路
男

豆
刈
り
の
鎌
に
つ
き
た
る
朝
霧
の
清

女
し
さ
に
立
ち
て
胸
張
る

人
位
　
　
　
新
屋
敷
阿
部
き
よ
え

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
は
み
ん
な
覚
え
し
吾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟

子
な
れ
ど
山
の
あ
け
び
食
う
こ
と
し

ら
す

　
　
　
　
　
宮
中
保
坂
新
造

故
里
の
若
葉
に
埋
る
日
を
想
い
た
だ

ひ
た
す
ら
に
父
母
の
こ
と
か
も
，

さ
り
げ
な
く
何
か
を
置

ち
に
、
気
づ
い
て
も
ら

」
が
切
れ
て
、
幾
歳
か
の

慧
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一
－
　
村
　
　
　
数

月
価
発
里
男
女
計
帯

毎
定
　
中
　
　
　
　
世

　
　
　
　
　
　
現
在
人
口

農
業
構
潰
改
善
事
業

　
　
　
市
之
越
本
屋
敷
地
区
で
実
旋
計
画

　
近
代
化
を
め
ざ
し
て
中
里
村
で
も

．
農
業
構
造
改
善
亭
業
の
計
圃
が
着
六

と
す
す
め
ら
れ
、
こ
の
ほ
ど
基
本
計

画
な
ら
び
に
市
之
越
、
本
屋
敷
地
区

に
お
け
る
実
施
計
画
が
ま
と
ま
っ

た
．
段
丘
地
開
発
（
清
津
川
右
岸
段

丘
地
総
合
聞
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
亭
業
）

の
塞
現
と
と
も
に
、
中
里
村
農
業
の

飛
躍
的
な
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。

　
計
匝
に
よ
れ
ぱ
、
農
業
構
造
改
善

に
対
す
る
基
本
的
な
方
針
と
し
て
、

①
米
の
増
産
を
主
体
と
し
た
方
向
に

進
め
る
．

②
農
業
労
働
力
の
劣
悪
化
と
減
少
に

対
処
す
る
生
産
基
盤
の
整
備
と
耕
地

拡
大
を
は
か
り
換
金
作
物
の
導
入
に

よ
り
所
得
の
増
大
を
は
か
る
、
と
し
、

将
来
は
中
里
村
農
家
を
商
品
生
産
農

銀
四
百
三
十
六
戸
、
半
商
品
生
産
農

家
三
百
十
一
戸
、
自
給
的
農
家
四
百

二
十
三
戸
と
大
別
し
、
育
成
す
る
目

標
と
な
っ
て
い
る
。

　
農
業
生
産
面
に
つ
い
て
は
、
ま
す

基
幹
作
目
と
し
て
米
、
養
蚕
を
と
り

あ
げ
、
過
当
競
争
に
打
ち
勝
つ
た
め

契
約
栽
培
に
よ
る
作
物
、
タ
バ
コ
、
ホ

ッ
プ
を
重
視
し
て
い
く
。
ま
た
中
里

村
を
平
坦
地
帯
（
信
濃
川
沿
岸
の
平

坦
水
田
地
帯
）
と
山
聞
地
帯
、
中
間

地
帯
（
段
丘
地
帝
）
の
三
つ
の
農
業

地
帯
区
分
と
し
、
そ
れ
ぐ
基
幹
作

目
を
中
心
に
生
産
の
選
択
的
拡
大
、

商
品
生
産
の
確
立
と
産
地
形
成
を
促

進
し
て
い
く
。

　
平
坦
地
帯
、
で
は
水
田
の
区
画
整
理

に
よ
っ
て
労
力
を
節
減
し
養
蚕
等
を
．

伸
す
。
山
間
、
中
間
地
帯
で
は
養
蚕

の
ほ
か
タ
バ
コ
、
ホ
ッ
ブ
な
ど
の
換

金
作
物
に
よ
り
所
得
の
増
大
を
は
か

る
．

　
農
業
労
働
の
合
理
化
に
つ
い
て
は

①
協
業
組
織
の
確
立
に
よ
り
労
働
配

分
の
適
正
化
を
は
か
る
②
大
圃
場

化
、
集
団
化
に
よ
っ
て
土
地
条
件
の

整
備
を
は
か
る
③
養
蚕
は
屋
外
飼
育

自
然
上
籏
角
な
ど
近
代
的
飼
育
方
式

を
と
り
入
れ
合
理
化
を
は
か
る
④
圃

場
及
び
農
道
を
整
備
し
機
械
を
導
入

し
農
作
業
労
力
節
減
と
、
。
労
働
生
産

性
を
高
め
る
．

　
農
産
物
の
流
通
加
工
の
合
理
化
や

農
産
物
の
商
品
化
が
進
む
に
つ
れ
、

共
同
出
荷
体
制
を
確
豆
す
る
。
農
業

指
導
組
織
及
び
販
売
組
織
の
強
化
の

た
め
、
農
協
組
織
を
整
備
し
、
村
内

三
農
協
合
併
に
よ
り
、
生
産
か
ら
販

売
ま
で
一
貫
し
た
指
導
、
販
売
体
制

を
つ
く
る
。

　
こ
の
よ
う
な
基
本
方
針
の
も
と
に

市
之
越
地
区
に
お
い
て
は
集
団
桑
園

造
成
亭
業
を
中
心
に
、
本
屋
敷
地
区

に
お
い
て
は
水
田
区
画
整
理
事
業
を

中
心
に
、
実
施
計
圃
が
ま
と
ま
り
、
目

下
、
県
の
段
階
を
通
り
農
林
省
で
検

討
さ
れ
て
い
る
が
、
決
定
に
な
れ
は

四
十
一
年
度
か
ら
着
手
す
る
こ
と
に

な
る
．
・
こ
の
事
業
に
対
す
る
国
県
補

助
は
基
盤
整
備
亭
．
業
に
つ
い
て
は
、

亭
業
費
の
七
十
％
、
補
助
残
八
十
％

が
融
資
さ
れ
、
ま
た
近
代
化
施
設
事

業
に
つ
い
て
は
事
業
費
五
十
％
が
補

助
さ
れ
補
助
残
の
八
十
％
が
融
資
と

な
つ
て
い
る
。

◎
市
之
越
地
区
（
）
内
は
亭
業
主
体

▽
土
地
基
盤
整
備
亭
業

①
農
地
造
成
亭
業
、
農
地
造
成
五

診
、
付
帯
展
道
五
百
二
十
厨
、
園
内

農
道
六
百
齎
、
用
水
施
設
一
ヵ
所
、

事
業
費
二
百
九
十
九
万
二
千
円
（
中

里
村
）

②
集
団
桑
園
造
成
改
良
亭
業
農
地
造

成
六
⑫
、
付
帯
農
道
四
百
厨
、
園
内

農
道
九
百
五
十
厨
、
用
水
施
設
二
ヵ

所
、
事
業
費
四
百
四
十
八
万
八
千
円

（
中
里
村
）

　
小
計
　
七
百
四
十
八
万
円

▽
経
営
近
代
化
施
設
事
業

①
稚
蚕
共
同
飼
育
所
一
棟
八
百
八
十

六
万
七
千
円
（
中
里
農
協
組
合
）

②
壮
蚕
共
同
飼
青
所
二
十
九
棟
、
五

百
一
万
六
千
円
（
市
之
越
養
蚕
組

合
〉

③
籾
乾
燥
調
整
施
設
一
棟
四
百
五
＋

一
万
円
（
市
之
越
水
稲
裁
培
組
合
）

④
農
機
具
格
納
庫
一
棟
四
十
五
万
円

　
（
市
之
越
水
稲
栽
培
組
合
）

⑤
動
力
刈
取
機
四
台
、
動
力
脱
穀
機

六
含
、
百
十
九
万
円
（
市
之
越
水
稲

栽
培
組
合
）

⑥
ト
ラ
ク
タ
ー
三
台
、
三
百
四
十
万

円
（
市
之
越
水
稲
栽
培
組
合
同
養
蚕

組
合
）
小
計
二
千
三
百
四
十
三
万
三

千
円
。

亭
業
総
額
三
千
九
十
一
万
三
壬
円
。

◎
本
屋
敷
地
区
（
）
内
は
亭
業
主
体

▽
土
地
基
盤
整
備
亭
業

①
区
圃
整
理
亭
業
＋
八
●
五
診
、
揚

水
ポ
ン
プ
施
設
、
水
路
U
字
管
舗
装
、

道
路
巾
員
三
～
四
摺
、
事
業
費
三
＋

四
百
四
万
円
（
中
里
村
）

▽
経
営
近
代
化
施
設
亭
粟

①
籾
乾
燥
調
整
施
設
一
棟
三
百
九
十

三
万
円
（
本
屋
敷
水
稲
栽
培
組
合
）

②
ト
ラ
ク
タ
ー
一
台
百
三
＋
万
円
、

動
力
刈
取
機
三
台
動
力
生
脱
穀
機
三

台
七
十
九
万
五
手
円
、
農
機
具
格
納

庫
一
棟
四
＋
五
万
円
（
本
尾
敷
水
稲

一一
栽
培
組
合
）
小
計
六
百
四
十
七
万
五

千
円
。
事
業
総
額
三
千
五
十
一
万
五

手
円
．

役
場
新
庁
舎
工
事

　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
ク
リ
塵
ト
打
ち
込
み
進
む

階
縫
鶴
難
菱
鐘
馴
鞘
簿

轟
霧
灘
灘

に
一
、
二
確
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
込

み
を
完
了
、
今
三
階
の
型
棒
組
み
が
』

お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
工
事
関
係
者

の
話
で
は
、
予
定
ど
お
り
年
内
中
に

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
込
み
の
全
工
程

を
完
了
す
る
と
い
っ
て
お
り
、
延
三

百
四
十
坪
の
新
庁
舎
の
か
た
ち
が
で

き
あ
が
り
、
来
春
の
完
成
が
待
た
れ

る
．

　
　
　
【
写
真
は
庁
舎
工
峯
現
場
】

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

　
　
　
赤
い
羽
根
共
同
募
金

去
る
八
月
か
ら
中
里
村
共
同
募
金

会
で
行
な
っ
た
赤
い
羽
根
共
同
募
金

は
全
村
民
の
み
な
さ
ま
の
御
協
力
に

よ
り
ま
し
て
今
年
も
十
月
一
日
県
下

の
ト
ッ
ブ
を
も
っ
て
完
納
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
．
そ
の
後
も
学
校
の
生
徒

会
等
か
ら
募
金
が
寄
せ
ら
れ
又
駅
前

等
の
無
人
箱
に
も
、
善
意
の
浄
財
が

寄
せ
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、
一
応
十

月
三
＋
一
日
を
以
っ
て
赤
い
羽
根
共

同
募
．
釦
の
全
集
計
い
た
し
ま
し
た
の

で
次
の
と
お
り
へ
、
ご
報
告
す
る
と
同

時
に
、
ご
協
力
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
．

　
　
　
　
記

戸
別
募
金
　
　
一
九
二
、
三
六
六
円

個
人
大
口
募
金
（
千
円
以
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
、
O
O
O
円

学
校
募
金
　
　
　
一
一
、
こ
〇
五
円

無
人
箱
募
金
　
　
　
一
、
六
〇
二
円

そ
の
他
の
募
金
　
　
　
　
一
〇
八
円

　
　
計
　
　
二
〇
七
、
二
八
一
円
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狭
少
で
農
道
や
用
排
水
路
も
不
備
な

た
め
湿
田
が
多
く
、
数
年
前
よ
り
耕

地
整
理
の
必
嬰
が
さ
け
は
れ
て
き
た

が
、
桔
梗
原
土
地
改
良
区
に
よ
る
団

体
営
の
県
単
圃
場
整
備
串
業
に
清
手

し
た
。
計
圃
に
よ
る
と
水
田
十
一
・

四
診
を
二
つ
の
工
区
に
分
け
、
二
年

計
画
で
区
画
整
理
及
び
農
道
、
用
排

水
路
を
整
備
す
る
．
第
一
工
区
は
四

十
一
年
五
月
ま
で
第
二
工
区
は
四
十

一
年
十
二
月
ま
で
に
完
了
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
総
事
業
費
は
六
百

八
＋
万
円
。 近

代
化
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
山
耕
地

上
山
部
落
で
は
、
水
田
の
区
画
が
三
議
去
る
＋
月
吉
か
旨
本

機
械
建
設
の
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
を
主
力

に
順
調
に
す
す
め
ら
れ
、
耕
絃
機
も

思
う
様
に
通
れ
な
か
っ
た
農
道
も
由

員
三
米
≧
四
米
に
拡
張
さ
れ
幹
線
道

路
は
国
道
、
県
道
に
連
絡
し
地
域
の

将
来
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

用
排
水
路
は
道
路
に
併
設
し
管
理

に
都
合
よ
く
、
低
位
置
に
つ
く
ら
れ

る
の
で
残
水
は
導
水
し
て
田
面
の
乾

田
化
を
は
か
り
、
今
ま
で
八
百
五
＋

枚
も
あ
っ
た
田
を
一
枚
＋
ア
ー
ル
、

百
十
五
枚
に
区
圃
整
理
さ
れ
る
。
串

業
完
了
後
は
換
地
計
画
に
よ
り
農
地

の
集
団
化
を
は
か
り
、
経
営
の
省
力

化
、
近
代
化
が
実
現
で
き
る
。

【
写
真
は
国
道
沿
い
の
第
一

工
区
】

村
長
選
挙
投
票
日

　
　
　
胴
月
2
5
日
に
決
ま
る

　
中
里
村
選
挙
管
理
委
昌
会
で
は
、

十
二
月
二
十
四
日
任
期
満
了
と
な
る

中
里
村
長
の
選
挙
日
程
を
次
の
と
お

り
き
め
ま
し
た
。

　
な
お
、
村
議
会
議
員
が
一
名
欠
員

と
な
っ
て
お
り
、
法
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
同
時
に
議
員
補
欠
選
挙
も

行
な
わ
れ
ま
す
．

▽
告
、
爪
　
　
　
　
　
十
一
月
十
八
日

▽
投
票
旧
　
　
　
十
一
月
二
十
五
日

戦没者等の遺族に対する

特別弔慰金支給について

さ
れ
る
も
の
で
す
が

対
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く

次
の
条
件
の
人
六
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
な
お
こ
の
請
求
に
当
っ
て
は
す

で
に
遺
族
会
の
方
女
の
御
協
力
に
よ

り
大
部
分
の
方
は
請
求
済
み
で
す

が
、
な
お
該
当
者
は
、
役
場
社
会
厚

生
課
に
、
御
相
談
下
さ
い
。

〔
支
給
条
件
〕

　
遺
族
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
（
昭

和
十
六
年
十
二
月
八
日
以
後
戦
没
さ

れ
た
者
の
遺
族
に
五
万
円
又
は
三
万

円
の
国
債
）
を
受
け
た
者
（
本
人
と

同
順
位
者
の
も
の
を
含
む
）
で
昭
和

四
十
年
四
月
一
日
に
お
い
て
公
務
扶

助
料
遺
族
年
金
等
の
年
金
を
本
八
を

含
め
て
誰
も
受
け
て
い
る
遺
族
が
な

い
と
い
う
条
件
で
次
の
区
分
に
よ
り

ま
す
。

一
、
配
偶
者
の
場
合

　
ロ①

戦
没
者
死
亡
後
そ
の
遺
族
（
三
親

等
間
）
と
婚
姻
し
た
者
。

②
戦
没
者
死
亡
後
氏
を
改
め
な
い
婚

こ
の
た
び
戦
没

者
等
の
遺
族
に
対

す
る
特
別
弔
慰
金

支
給
法
が
本
年
六

月
一
日
公
布
施
行

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
特
別
弔
慰
金

は
額
面
三
万
円
の

無
利
子
の
国
債
で

昭
和
四
十
一
年
六

月
よ
り
毎
年
三
千

円
づ
つ
、
＋
年
間

に
わ
た
っ
て
支
給

　
、
遺
族
全
部
に

姻
を
し
た
者
．

③
附
利
二
十
七
年
四
月
一
口
ま
で
に

遺
族
以
外
と
婚
姻
し
た
が
先
順
位
の

遺
族
が
他
に
い
な
い
た
め
粥
慰
金
を

受
け
た
者
．

二
、
子
の
場
合

①
葺
金
等
を
受
け
て
い
た
が
成
年
と

な
っ
た
た
め
受
け
ら
れ
な
く
な
り
、

現
に
遺
族
の
う
ち
誰
も
が
年
金
を
受

け
て
い
な
い
場
合
。

②
弔
慰
金
を
受
け
な
か
っ
た
が
弔
慰

金
を
受
け
た
遺
族
が
な
く
な
っ
て
い

る
場
合
は
戦
没
者
の
子
に
限
り
転
給

さ
れ
る
。

三
、
父
母
、
祖
父
母
、
兄
弟
、
姉
妹

伯
叔
父
母
、
甥
姪
の
場
合

①
遺
族
の
う
ち
誰
も
公
務
扶
助
料
等

の
年
金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

選
挙
人
名
簿
縦
覧

　
　
　
　
　
　
11

月
2
0
日
ま
で

　
九
月
十
五
日
現
在
で
新
し
く
調
整

さ
れ
た
、
中
里
村
基
本
選
挙
人
名
簿

が
で
き
あ
が
り
、
十
一
月
、
五
日
か
ら

［
二
十
日
ま
で
縦
覧
期
間
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
登
載
洩
れ
簿
不
審
が
あ

り
ま
し
た
ら
選
挙
管
理
姿
員
会
に
お

申
位
て
く
だ
さ
い
。
な
お
こ
の
基
本

選
挙
八
名
簿
は
昭
利
四
十
一
年
に
執

行
さ
れ
る
選
挙
に
適
用
さ
れ
る
も
の

一
で
す
・

密
造

酒
は止

め
ま
し
よ
・
つ

　
密
造
酒
を
造
っ
た
り
、
飲
ん
だ
り

し
て
い
る
人
女
は
、
密
造
酒
が
私
た

ち
の
か
ら
だ
や
家
庭
な
ど
に
、
大
き

な
害
を
あ
た
え
て
い
る
か
、
気
づ
い

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
ん
が

い
、
知
ら
な
い
で
、
つ
い
飲
ん
で
い

る
と
い
う
人
が
多
．
い
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
そ
の
わ
け
を
か
ん

が
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
第
一
に
、
密
造
酒
は
き
わ
め
て
不

完
全
な
製
造
方
法
で
、
不
衛
生
な
場

所
で
造
ら
れ
る
の
で
、
で
き
あ
が
っ

た
も
の
は
不
潔
で
、
フ
ー
ゼ
ル
油
や

雑
菌
な
ど
の
か
ら
だ
に
有
署
な
成
分

が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
で
す
．

　
密
造
酒
の
害
は
、
急
に
や
っ
て
き

ま
せ
ん
が
、
知
ら
す
知
ら
す
の
う
ち

に
肝
ぞ
う
や
腎
ぞ
う
な
ど
が
胸
か
さ

れ
る
ほ
か
、
高
血
圧
や
胃
が
ん
な
ど

の
原
因
に
も
な
る
こ
と
が
、
医
学
的

に
も
証
明
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

　
第
二
に
、
こ
の
よ
う
に
禁
じ
ら
れ

て
い
る
密
造
酒
を
人
の
目
を
の
が
れ

て
造
っ
た
り
、
飲
ん
だ
り
す
る
こ
と

は
、
家
庭
生
活
を
暗
く
し
、
子
供
の

教
育
な
ど
に
も
悪
い
影
響
を
み
た
え

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
密
造
酒
は
、
い
ろ
い

ろ
な
面
で
大
き
な
弊
害
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
こ
の
際
、
き
っ
ぱ
り
と
密
造

酒
か
ら
手
を
切
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
　
　
　
（
十
日
町
税
務
署
）

1
お
し
ら
せ
ー

　
　
　
子
宮
ガ
ン
検
診

　
　
の
結
果

一
解
嚢
霧
黙
瀬

り
ま
す
が
、
今
年
も
検
診
を
う
け
ら

れ
た
方
に
一
人
の
癌
発
生
者
を
み
な

中
里
村
人
ロ
八
、
三
四
一
人

　
　
　
　
　
国
勢
調
査
の
結
果
速
報

　
去
る
十
月
一
日
に
行
な
わ
れ
た
国

勢
調
査
の
結
果
、
中
里
村
の
人
口
、

世
帯
数
に
つ
い
て
速
報
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
近
年
、
農
村
人
口
減
少
の
傾

一
向
が
著
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
中
里
村
に
お
い
て
も
前
回
昭
和

三
十
五
年
の
調
査
に
く
ら
べ
て
人
口

が
九
％
減
っ
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
中
魚
沼
郡
全
体
で
は
十
一
・

二
％
、
県
全
体
で
は
一
・
八
％
と
、

い
す
れ
も
減
少
し
て
い
ま
す
．

◎
中
里
村
人
口
及
び
世
帯
数

　
カ
ッ
コ
内
は
三
十
五
年
国
勢
調
査

▽
人
口

　
　
八
、
三
四
一
（
九
、
一
六
一
）

　
男
四
、
〇
六
七
（
四
、
四
四
〇
）

　
女
四
、
』
二
七
四
（
四
、
七
一
二
）

▽
世
帯
数

　
　
一
、
七
〇
五
（
一
、
七
一
一
）

か
っ
た
こ
と
は
、
非
常
に
う
れ
し
い

こ
と
で
し
た
．
来
年
も
是
非
検
診
を

う
け
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
．
今
で

も
検
診
を
う
け
な
い
方
の
中
か
ら
、

と
か
く
重
症
で
亡
く
な
る
八
が
い
る

こ
と
は
残
念
な
こ
と
で
す
．
な
に
よ

り
も
早
期
発
見
が
大
切
で
す
．

　
今
年
度
の
検
診
結
果
は
次
の
と
お

り
で
し
た
。

▽
検
診
を
受
け
た
人
、
二
百
八
＋
九

名
の
う
ち
、
百
三
名
の
方
が
精
密
検

診
を
う
け
、
一
名
も
発
癌
を
み
と
め

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
子
宮
膣
部
ぴ
ら

ん
九
十
六
例
、
後
屈
四
十
四
例
．
膣

炎
十
七
例
、
経
管
ボ
リ
ー
プ
六
例
、

腰
痛
二
例
、
筋
腫
様
子
宮
二
例
、
妊

娠
ヘ
ル
ニ
ヤ
、
子
宮
筋
腫
、
湿
疹
、
習

慣
性
流
産
、
子
宮
脱
尿
道
カ
ル
ニ
ク

ラ
各
一
例
と
い
う
結
果
で
し
た
．

干
溝
に
教
員
住

　
宅
新
築

　
教
育
委
員
会
で
は
、
教
員
住
宅
を

完
備
し
、
先
生
方
の
受
け
入
れ
体
制

を
整
え
よ
う
と
年
六
住
宅
建
設
に
カ

を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
午
溝

地
内
に
一
糠
新
築
す
る
こ
と
に
な

り
、
去
る
十
月
二
十
五
日
指
名
競
争

入
札
に
付
さ
れ
、
中
部
建
設
に
よ
り

工
事
が
す
』
め
ら
れ
て
い
ま
す
．
住

宅
は
木
造
二
階
建
二
十
二
坪
で
一
世

帯
用
の
も
の
。
工
事
費
は
百
三
＋
八

万
円
で
＋
二
月
一
ぱ
い
に
は
完
成
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．

昭和40年11月15日東さカ・な（3）第114号　（騒型覆箋＆易器岳）

〈
投
稿
v

　
　
　
　
　
老
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

　
「
な
か
さ
と
」
九
月
号
に
掲
戴
さ

れ
た
「
青
年
の
主
張
」
を
読
ん
で
、

自
分
の
青
年
時
代
を
回
想
し
、
筑
を

と
っ
て
み
た
次
第
で
す
．

　
私
は
清
田
山
に
生
ま
れ
、
三
男
坊

で
あ
っ
た
が
農
業
に
生
き
る
ぺ
く
高

小
卒
後
、
当
時
の
山
村
農
業
の
あ
り

方
に
矛
盾
を
感
じ
、
単
作
経
営
を
ど

う
改
善
し
た
ら
よ
い
か
、
い
ろ
い
ろ

と
理
想
の
夢
を
描
き
、
や
っ
て
み
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
す
大
正
十
四
年
＋
七
才
の
時
に

五
十
羽
養
鶏
の
放
ち
飼
い
を
計
画
し

た
が
、
こ
れ
は
資
金
が
で
き
す
断
念

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
の
翌
＋
五
年
に
は
薬
用
サ
フ
ラ

ン
の
栽
培
を
思
い
た
ち
、
百
球
を
試

の
回
想

　
　
田
　
　
業
　
　
明

　
作
し
、
昭
和
二
年
に
は
、
三
百
球
に

　
増
植
し
た
が
、
こ
れ
は
少
な
く
と
も

　
百
万
球
以
上
の
大
量
生
産
が
必
要
で

　
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
二
年
間
で
や

　
め
た
．

　
　
昭
利
二
年
か
ら
は
イ
チ
ゴ
を
四
、

　
五
百
株
を
栽
培
し
、
こ
れ
は
上
京
す

　
る
ま
で
続
け
た
．

　
　
昭
和
三
年
に
は
山
百
合
を
試
作
し

　
こ
れ
は
清
田
山
の
共
有
地
五
十
診
に

　
部
落
民
全
員
で
栽
培
す
る
考
え
で
あ

　
っ
た
。
こ
の
共
有
地
利
用
に
つ
い
て

　
は
、
栗
の
造
林
を
青
年
会
に
提
案
し

　
昭
和
四
年
に
百
株
の
苗
木
を
植
付
け

　
た
が
、
私
の
上
京
と
共
に
そ
の
ま
＼

　
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
．
植
え
つ
け
た

　
五
百
株
は
手
入
れ
も
さ
れ
す
不
成
功

石
沢
善
重
郎
氏
に

藍
授
褒
土
早

　
実
業
家
と
し
て
最
．
局
の
栄
誉
で
あ

る
藍
授
褒
章
を
中
里
村
田
沢
出
身
、

石
沢
善
重
郎
氏
が
授
章
さ
れ
る
旨
、

十
一
月
一
日
発
表
が
あ
っ
た
．
同
氏

は
田
沢
小
学
校
卒
業
後
、
節
身
上
京

し
て
、
下
す
み
の
奉
公
生
活
を
し
な

が
ら
苦
学
し
て
、
技
師
と
な
り
柏
崎

製
油
所
を
振
り
出
し
に
、
石
油
事
業

に
た
す
さ
わ
り
、
以
来
石
油
精
製
業

に
従
串
し
、
常
に
経
営
の
合
理
化
と

新
技
術
の
導
入
に
努
め
、
石
油
業
界

の
発
展
に
寄
与
し
た
と
い
う
こ
と
で

今
回
の
授
章
と
な
っ
た
も
の
。
尚
中

里
村
に
三
百
五
十
万
円
の
児
取
舘
を

寄
付
を
し
て
い
る
。
当
年
六
＋
六
才

【
写
真
は
石
沢
善
重
郎
氏
】

で
あ
う
た
。

　
昭
和
十
五
年
か
ら
疏
菜
栽
培
に
改

良
を
加
え
あ
る
程
度
の
成
功
を
見
ま

し
だ
．
清
田
山
で
は
じ
め
て
ト
マ
ト

を
つ
く
り
、
三
年
後
に
は
部
落
の
全

家
庭
で
栽
培
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

私
は
今
か
ら
四
十
年
前
に
こ
う
し
た

こ
と
を
考
え
、
試
作
し
実
行
に
う
つ

し
つ
つ
青
年
時
代
を
過
し
た
が
、
実

家
の
財
産
披
算
に
よ
り
出
稼
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
人
間
で
方
●

　
九
月
号
の
「
青
年
の
主
張
」
の
中

に
国
家
や
県
や
村
は
農
民
に
夢
を
希

望
を
与
え
て
い
な
い
と
あ
っ
た
が
、

夢
は
他
人
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
自
か
ら
開
拓
し
自
己
の
体

験
や
、
先
輩
の
指
導
や
有
識
者
の
意

見
を
求
め
、
周
到
な
計
圃
を
基
に
進

ん
で
こ
そ
、
夢
も
生
れ
希
望
も
湧
い

て
く
る
も
の
と
考
え
る
。

　
都
会
に
憧
が
れ
る
青
年
が
少
な
く

な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
東
京
だ

っ
て
国
家
が
都
が
夢
を
あ
た
え
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。
都
会
生
活
は
農
村

で
眺
め
る
程
爽
し
い
も
の
で
は
な
い

の
で
す
．
週
休
を
喜
び
レ
ジ
ャ
ー
に

身
を
う
つ
し
て
い
て
は
ど
ん
な
こ
と

一
に
な
る
で
し
ょ
う
．

　
東
京
で
成
功
し
た
越
後
人
も
多
く

お
り
ま
す
が
、
無
学
の
我
六
と
し
て

一
は
、
農
民
以
上
の
努
力
と
、
細
心
の

注
意
を
要
求
さ
れ
、
政
治
叡
以
上
の

計
画
と
勉
強
に
打
ち
勝
っ
て
こ
そ
希

望
と
夢
が
生
れ
る
の
で
す
．

　
上
京
し
て
三
十
六
年
間
郷
土
の
新

聞
を
通
じ
て
、
妻
有
郷
の
進
歩
発
展

を
見
て
来
ま
し
た
。
笹
年
に
な
り
、

鰻
羅
辮
瀞
塗

う
が
、
四
十
年
前
の
青
年
時
代
に
考

え
て
い
た
こ
と
が
実
現
し
つ
＼
あ
り

自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
う
れ
レ
い
．

　
山
村
に
於
け
る
農
民
の
進
歩
の
遅

い
の
は
農
業
技
術
の
簗
団
的
指
導
が

藁
り
な
い
の
か
、
あ
る
い
箋
、

山
村
特
有
の
セ
ク
ト
的
な
考
え
か
ら

　
｝
人
よ
が
り
の
行
動
が
地
域
の
進
歩

を
遅
ら
せ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　
農
村
青
年
と
し
て
は
相
助
け
て
、

あ
ら
ゆ
る
間
題
点
を
青
年
全
員
で
討

議
し
、
分
業
的
に
試
作
し
、
良
い
物

か
ら
積
極
的
に
取
り
上
げ
て
適
進
せ

よ
。
話
合
い
の
場
所
と
し
て
は
一
部

落
に
か
ぎ
ら
す
、
近
く
の
部
落
の
会

合
を
積
極
的
に
取
上
げ
る
必
要
も
あ

る
と
思
う
。
土
倉
、
倉
下
、
角
間
、

葎
沢
、
東
田
尻
、
が
い
っ
し
ょ
に
な

っ
て
推
進
委
員
会
の
結
成
を
望
む
も

の
で
あ
る
．

　
山
野
を
刹
用
し
て
肉
食
牛
を
五
月

よ
り
＋
一
月
ま
で
六
ヵ
月
間
の
放
し

飼
は
ど
う
か
。
山
野
全
体
に
山
百
合

山
栗
の
栽
培
、
ま
た
は
民
有
共
有
を

間
は
す
森
林
全
体
に
、
＋
万
本
の

「
な
め
こ
」
栽
培
や
、
適
当
の
産
物

を
考
え
て
豊
か
な
農
村
の
剛
業
を
樹

立
し
、
大
き
な
夢
と
希
望
を
自
か
ら

の
手
で
創
造
し
て
も
ら
い
た
い
と
望

ん
で
い
ま
す
。
　
　
　
（
東
京
・
港

区
芝
浜
松
町
在
住
）

’
明
る
い
家
庭
を

　
　
　
　
　
つ
く
ろ
・
つ

　
　
家
庭
児
童
対
策
指
導
者

　
　
研
修
会
開
く

　
去
る
十
月
二
十
八
日
、
中
里
村
児

童
舘
で
、
郡
社
会
福
祉
事
務
所
と
村

の
主
催
で
家
庭
児
童
対
策
指
導
者
研

修
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
会
は
地
域
や
家
庭
に
お

け
る
児
童
の
健
全
育
成
の
た
め
、
必

製
な
知
識
や
理
解
を
深
め
よ
う
と
児
・

敢
委
員
や
学
校
関
係
者
、
婦
人
会
役

員
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
開
か
れ
た

も
の
で
、
県
の
児
童
福
祉
行
政
の
説

明
、
家
庭
児
童
相
談
員
か
ら
児
童
心

理
と
か
ら
だ
の
発
育
に
つ
い
て
の
講

演
を
き
き
、
家
庭
、
学
校
、
保
護
司

の
立
場
か
ら
望
ま
し
い
家
庭
づ
く
り

腱
っ
子
や
出
稼
ぎ
孤
児
、
青
少
年
非

行
防
止
の
間
題
に
つ
い
て
の
事
例
発

表
が
あ
り
、
し
ん
け
ん
な
討
議
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
【
写
真
は
研
修
会
の
よ
う
す
】

　
申
止
・
所
得
税
は

　
期
限
内
に

　
　
　
　
　
十
日
町
税
務
署

　
申
告
所
得
税
第
二
期
分
の
納
期
は

十
一
月
一
日
～
十
一
月
三
十
日
ま
で

で
す
。
納
期
限
に
お
く
れ
な
い
よ
う

お
早
目
に
納
税
を
す
ま
せ
て
下
さ
，

い
。
納
税
貯
蓄
組
合
員
の
方
は
振
替

納
税
制
度
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

中
里
津
南
青
年
懇

談
会
、
仲
間
づ
く

り
話
し
あ
う

　
隣
同
志
で
あ
る
津
南
町
、
中
里
村

の
青
年
達
が
、
生
活
を
一
緒
に
し
な

が
ら
、
自
由
に
話
し
合
い
、
考
え
合
い

む
す
び
つ
き
を
深
め
る
機
会
に
し
た

い
と
津
南
町
、
中
里
村
公
民
舘
主
催

で
去
る
十
月
二
十
三
日
、
二
十
四
日

と
鹿
渡
舘
、
三
箇
小
学
を
会
場
に
五

＋
余
人
が
参
加
し
、
墾
談
会
が
行
な

わ
れ
た
。
県
教
育
庁
社
会
教
育
主
事

俵
谷
正
樹
先
生
を
招
き
』
生
活
と
学

習
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
を
し
て

頂
き
、
そ
の
あ
と
班
別
話
し
合
い
、

タ
食
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
と
、
た
の

し
く
す
ご
し
た
。
な
か
に
は
、
夜
中

の
二
時
半
頃
迄
語
り
合
つ
て
い
た
班

も
あ
り
、
又
懇
談
会
は
今
回
だ
け

で
終
ら
す
、
毎
年
二
回
定
期
的
に
会

合
す
る
こ
と
を
串
し
合
せ
、
出
塚
ぎ

先
と
手
紙
交
換
、
公
民
舘
が
遼
絡
役

を
受
け
も
つ
な
ど
、
積
極
的
に
進
め

惹
こ
と
な
ど
を
話
し
合
ρ
た
．

　
郡
市
排
球
大
会

　
中
里
勢
優
勝

　
日
新
火
災
杯
争
奪
郡
市
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
が
去
る
十
月
十
七
日
川
治

体
育
舘
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
．
中

里
村
か
ら
も
選
手
を
派
遣
し
、
熱
戦

に
つ
ぐ
接
戦
で
堂
六
と
優
勝
し
て
き

た
。
参
加
チ
ー
ム
は
八
チ
ー
ム
で
第

一
回
戦
は
、
十
高
O
B
チ
ー
ム
、
敵

方
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ニ
セ
ッ
ト

を
と
り
、
第
二
回
戦
は
滝
文
チ
ー
ム

優
勝
決
定
戦
は
、
睦
織
物
と
、
激
戦

を
か
さ
ね
た
の
ち
カ
ッ
ブ
を
手
に
し

た
。
二
位
は
睦
チ
ー
ム
、
三
位
は
滝

文
チ
ー
ム
。
尚
中
里
チ
ー
ム
の
選
手

名
は
左
記
の
と
お
り
で
す
．

▽
監
督
村
山
悦
夫
▽
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

田
村
イ
ミ
子
▽
主
将
保
坂
秀
一
▽
選

手
広
田
紀
元
、
大
島
巌
．
爾
雲
政
敏

古
高
繁
雄
、
竹
之
内
静
江
、
服
部
洋

子
、
高
野
シ
グ
、
高
野
千
恵
子
、
樋

口
和
枝
、
樋
口
儒
子
、
斉
藤
キ
ヨ

子
。

県
視
の
お
知
ら
せ

　
　
　
十
日
町
財
務
事
務
所

◎
個
八
事
業
税
第
二
期
分
の
納
期
は

十
一
月
一
臼
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま

で
で
す
。

◎
納
付
窃
は
十
一
月
十
五
日
ご
ろ
菊

手
も
と
に
届
く
は
す
で
す
か
ら
阜
目

に
納
期
内
完
納
を
し
て
く
だ
さ
い
．


